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	1.  目的
	国際社会では、それぞれのAAのAAやAAのAAをAAし、AAことがAAです。このAAでは、AAをAAにしながら、AAAAやAAAAをAAじて、AAのAAとAAのAAがおAAいのAAをAAめ、AAとしてA
	2. プログラムA
	この事業は「海外児童日本体験プログラム」と「日本児童海外体験プログラム」で構成されており、この両プログラムに参加できる日本の中学校を2校程度、募集します。
	※ この事業は、学校単位での応募となります
	□ AAAAAAAAプログラム
	AAでAAをAAぶ学校の生徒とAAする教師が来日し、日本校を訪問して、AAの日本のAAとAAをAAAAやAAAAをAAいます。
	※ 世界10の国・地域より10校程度（海外校1校あたり、生徒4名と引率の教師1名）を予定しています
	(a) 期間： 2018AA4AA12AA(木)〜4AA26AA(木)<AA>
	※ ただし、日本校の参加日程は下記、(b)体験内容に書かれた5日間
	(b) 体験AA： AAAA、日本校と海外校との各種AA活動
	・合宿形式の課外活動（4/13～15予定）
	・学校訪問（4/17～20の内の1日予定）
	・海外校による発表会・歓送会（4/25予定）
	(c) 参加AA： 合宿については日本校1AAあたり、AA20名程度とAAAA2名（予定）
	(d) 助成AA： プログラムAAのAA(宿舎、食事、AA、保険等をAAむ)、海外校をAAるためにAAなA
	□ AAAAAAAAプログラム
	AAのAAがAAのAAをAAし、AAのAAのAAとAAをAAAAやAAAAをAAいます。
	※ AAが訪問するAAは、「AAAAAAAAプログラム」のAAのAAの1AAとなるAAです
	(a) 期間：　2018年7AA21AA(土)～7AA31AA(火) <AA>
	(b) 体験AA：　AAAA、海外校との各種AA活動
	(c) 参加人数：　1AAあたり、生徒6名と引率教師1名（予定）
	(d) 助成AA：　訪問国までのAAAAAAAA、AAAA・AAAAAA、AAAA、AAのAA・AA、AA(AA、AAをAAむ)、AAAAAAのAA等
	3. AAA
	AAのAAをAAたす学校を対象とします。
	◇ 日本の学校教育法に規定された前期中等AAを行うAAであること
	◇ AAにAAじて、AA・AAAAなどからプログラムへのAAAAをAAられること
	◇ 「日本児童海外体験プログラム」で、生徒を渡航させることが可能であること
	◇ 「海外児童日本体験プログラム」で、来日する海外校の学校訪問受け入れが可能であること
	◇ 「海外児童日本体験プログラム」で、来日する海外校との合宿形式の課外活動が可能であること
	◇ 両方のプログラムに参加でき、そのAA・AAにAA・AAにAAわれること
	◇ 生徒を指導する教師を引率者として両プログラムに参加させることが可能であること
	（「海外児童日本体験プログラム」合宿形式の課外活動：2名、「日本児童海外体験プログラム」：1名（予定））
	4. AAA
	(1) AAA
	参加申請書１～３をご郵送ください
	※ 「AAAA1」には必ずAAAAAAAA(AAAA)によるAAのAAおよび捺印がAAとなります
	AAAAのAAがAAAA、AAとなりますのでご注意ください
	※ 参加申請書は、AAのウェブサイトからダウンロードできます
	http://www.hakuhofoundation.or.jp/
	(2) AAとA
	※ 2017AA8AA31AA(木)　AAまでA
	※ AAAAはAAAAAAさい。FAXやEメールなどでのAAはAAけておりません
	５．AAAA・A
	AAされた参加申請書をもとに、AAがAAするAAAAにおいて、以下の点を重視しながら、AAにAAをAAいます。なお、AAAAとそのAAはAAとします。
	◇ AAAA・A
	◇ 海外校との交流アイデアとそのための準備・計画
	◇ 学校環境や海外校を受け入れる体制
	◇　そのAA、このプログラムのAAAAにふさわしい学校であるとAAAAAAAAAAでAAめられること
	審査委員：　加藤　真一 ホサナ日本語学院　東京校　校長
	(五十音順) 佐藤　郡衛 目白大学　学長・教授　＊委員長
	戸田　佐和 国際日本語普及協会　専務理事
	古川　嘉子 国際交流基金　日本語国際センター　専任講師主任
	６．AAA
	AAAAは、2017AA10AA上旬にAAでAAをAAします。
	なお、AAAAにAAAAのAAわせにはAAじかねますのでごAAAAさい。
	７．AAAAのA
	AAにAAしたAA、AAAAなどのAAをAAホームページAAにてAAいたします。
	８．AAAAのAAいについて
	http://www.hakuhofoundation.or.jp/privacy/tabid/184/Default.aspx
	このプログラムは、独立行政法人AAAAAA、公益社団法人AAAAAAAA、AAAAAAAAAAAA、スリランカAAAA、AAAAAAセンター、モンゴル・AAAAAAセンター、ルーマニアAAAAのA
	＜AA＞
	AAのAAどもAAAAAAネットワークAAでは、プログラムAAAAに、海外校のAAAAをAAへAAいてAAAAをAAます。それによって、「AAAAAAAAプログラム」に参加する海外の生徒が日本の生徒と交流できるよう、生徒の来日までに日本語学習等、交流に向けての準備をします。
	※ この研修に参加する海外教師の学校訪問受け入れについて、ご協力をお願いする場合があります
	□ AAAAAAA
	「AAAAAAAAプログラム」にAAするAAのAAAAがAAし、プログラムのAAにAAけて、AAのAAAAへのAAAA、AA・AAにAAけたAAへのAA、カリキュラムのAAAAなどをA
	(a) AA： 2017AA11AA13AA(月)～12AA2日 (土) <AA>
	(b) AAAA： AAにAAけたAAへのAA、AAAAやAAのAA・AAAAのAAAAなど
	▼本事業の流れ

